源氏物語の泣き表現――「涙落つ」と「涙落とす」をめぐって―― by 伊藤, 千夏
はめ
日本人は、
古来、
人の泣
く姿はもらろんのこと、
泣くという行
為自体に心動かされ、
そこに一団の美を認めてきたように思う。
「あはれ」や「みやび」を第一義とした王朝文学に、
好んで数多
くの 泣き
表現」が見受けられるのは、
その点で特に注目される。
そこ
で王朝物語の代表であるr源氏物語」を取り上げてその泣き
表現のすべてを潤査してみると、
簡単に分類しても約十種、
合わ
せて約二百近 もの表現が
とられていることがわかった。
さて作者紫式部がこれだけの泣き表現を使い分けたことには、
やはりそれな
りの理由があると思う。傾々の場面、
登場人物の状
態に見合った表現が
なされているはずである。
本稿では、
比較的用例が多く、
肌味深い傾向をもっ「涙落つ」
と「涙落とす」について検討してみにい。
底本には、
日本古典文
学全集 源氏物語日ー因」（小学館）を使用し、
和歌を除く骰文
部分のみを対象とした。
なお桐壺巷から幻巻までの正屈と、
匂宮
巻から拶浮僑巻まで
の続覇とに分けて見ていく
ことにする。
じ
こ
「涙落つ」の用例は、
正厖十四
例、
続編七例があり、
その対象
となっている人物及び内訳は次の通りである。
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Icoo
して気づくことは、
正続ともにこの物語の主
要人物で
あることである。
二十一例という数は「捩」表現全体から見ても
多い方であ
るのに、
このように用いている人物が限られているこ
とは第一の特徴 言えよう。
ではまず最も用例の多い源氏の場合から取り上げてみたい
。源
氏の場合、
若紫巻一例、
紅策賀巻二例、安木港二例、
須磨巻一例
と、
初期の頃に集中している。そして
この六例を比較してみると、
須磨巻の一例を除く五例について、
非常に重大な共通点を見出す
ことができた。
源氏の「涙落つ」が、
ある一人の女性
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にのみ使われて
いるというこ
とである。
その
女性というのは、
源
氏が思慕して
やま
なかった理想の人、
藤壺である。
源氏のコ涙落
つ」が最初に使われた若紫巻の場面は、
有名な北
山で紫の上を垣閻見
たと
ころである。
▽
頬つき
いとら
うたげにて、
眉のわ
たりうちけぶり、
いはけな
くかいやりた
る額つき、
炭ざし、
いみじう つくし。ねびゆ
かむ
さまゆか
しき人かな
、と
目とま
りたまふ。
さるは、
限り
なう
心を尽く
しきこゆ 人に、
いとよう似
たて
まつれ が
•••••
まもら
るるなり
けり、
と思ふにも
涙ぞ落つろ。
（若紫）
桐壺巻
に描かれているよう
に、
亡き母桐壺更衣に似ていると皆
が評判する藤壺に対する輿味から、
いつしか恋心を抱
き始めた源
氏は、
許されない相手と知りながら、
日々思いを募らせ
ていた。
満た
されない思いに苦悩し
てい
た時、
低然見出した
紫の上は、
成
長して
いく先の楽しみ
芙しい少女で
あ
り、
源氏は一目で心を奪
われろ。
しかし、
彼女に引きつけられたのも、
本当はかの藤壺に
似ていろからだという理由に気づくと、
源氏は愕然として
しま
う。
その時の衝撃を「涙落つ」が表している 考え
ていいと思う。
紅葉賀巻の二例のうち、
まずーつめは、
若紫巻で飯妊した藤壺
が、
不袈の子、
後の冷泉帝を出産し、
その若宮を抱いた桐壺帝
と
源氏 対面したところである
▽例の、中将の君、
こなたにて
御遊びなどしたまふに、
抱き出
でたてまつら
せたまひて、
管「皇子たちあ
またあれど、
そこ
をのみなむ、
かか
るほ
ど
より明け荏れ見し。
されば
思ひわた
さるるにやあ
らむ、
いとよくこそおぼえたれ。
いと小さきほ
どは、
みな
かくのみあるわざにやあらむ」とて、
いみじくう
つくしと思ひきこえさせたまへり。
中将の君、
面の色か
はる
心地し
て、
恐ろしうも、
かたじけな
くも、
うれ
しくも、
あは
．．．．．．
れにも、
かたがたうつろ
ふ心地して、
涙落
ちぬぺし。
（紅菜賀）
「ぬぺし」とあろように、
実際には涙は括ら い い。
もらろ
ん桐壺帝を悔って
のことである。
ここで不用意に涙を落とすこと
はできな
いと、
罪の重大
さが源氏をこら
えさせたのだろう。
少し
でもこの緊張が弛むことがあった
なら
ば、
おそら
く涙は落ちてい
ただろうと思われるような状態であ
る。
それほど帝の自菓は源氏
の心に突き刺さり、
大きな動揺を与えた。
「面の色かはる
心地し
て、
恐ろしうも、
かた
じけなくも、
うれしくも、
あはれにも、
か
たがた
うつろふ心地し
て」と
、
その
時の源氏
の心
中が語ら てい
るが、
その
衝撃の大きさと「捩蕗つ」は
無関係ではないだ
ろう。
紅葉賀巻二つめの「涙落つ」は、
この後すぐに出てくる。
桐壺
帝の
御前から
心を乱しながら二条院に退出
した源氏は、
心を静め、
前栽の中に常夏の花を見つけ、
それ
に添えて藤壷に消息した。
▽
例のことなれば、
しるし
あらじかし、
とくづほれて
ながめ臥
．．
したまへる
に、
胸うちさわぎて、
いみじくうれしきにも涙落
．
． 
ちぬ。
（紅菓賀）
-28-
思いもかけなかっ
た返歌があ
まりにも嬉しく、
源氏は涙を落と
すの
だが、
それはまるで先ic桐壺帝の御前
でどうにかこ
らえた涙
がとうとう
落ちたかのようにも受け取れる。
そして賢木巻に入って、
まず―つめは、
桐壺院崩御後、
顧壺の
寝所に忍び込むことに成功した
源氏が、
自分の思いを否
応なしに
訴えたために、
藤壺は耐えきれ
なくなり胸を悩ませて
しまい、
人
人
が騒ぎ出して、
その
まま源氏は塗節に押し込まれたままになっ
てしまうという、
大変な場面に出てくる。
▽君は、
塗囮の戸の細目に開きた
るを、
やを
ら押し開けて、
御
屏風のはさまに伝ひ
入りた
まひぬ。
めづらしくうれしきにも、
•••• 涙落ちて見たて
まつり
たまふ。
IIti「なほ、
いと
苦しうこそ
あ
れ。世や尽きぬらむ」と
て、外の方を見
出だしたま
へるかた
はら目、
言ひ知らずなまめかしう見ゆ。
（畏木）
まさしく千戦一遇の機会を得て、
日の光の
もとの
藤壺を兒るこ
とができた
感激に源氏は涙を落とす
。前
夜冷たく拒まれたことで
傷心していたことも少なか
らず彩瑞していただろう
か。通例なら
「涙ぐみて見たてまつる」とか、
「涙をおし
拭ひて
見たて
まつ
る」とあるところだろう
が、
ここで
は強いて「涙落ちて見
たてま
つる」と表現して
いる。
そう表現すること
で、
涙を拭いもせずに、
一心に見入っ
ている源氏
の姿、
大き
な感動を得て る彼の心中を
的確に描いている 思う。
もうーつは、
藉壺退出の奉仕のために再び参内し、
御前に参っ
た時に見られる。
▽月のは
なやかな
るに、
昔かうやうなるをりは、
御遊びせさせ
たまひて、
今めかしうもてなさせたまひしなど、
思し出づる
に、
同じ御垣の内ながら、
変れるこ
と多く悲し。
藝壼ここのへに霧やへだつる雲の上の月をは
るかに思ひやる
か
な
と命婦して閲こえ伝へたまふ。
ほどなけれ
ば、御けはひもほ
のかなれど、
なつかしう聞こゆ
るに、つらさも忘られて、
まづ
．．．．．
（賢木）
涙ぞ落つる。
源氏は、
蔽壺の言菜とともに、
その気配さえ感じることがでさ
た返しさに、
日頃の辛さも忘れられて板を
落としてい
るの
である。
一，2 
以上が須庖巻を除いた源氏
の「
涙落つ」の用例なのだが、
この
—
ように作為的とも言えるほどすべてに藤壺が関わっている。
六例中五例までが共通点をも
って用いられてい
るにもかかわら
ず、
須磨巻の
用例だけは例外であった
。
▽御前にいと人少なに
て、
うら休みわたれるに、
独り目をさま
して、
枕をそばだて
て四万の嵐を聞きたまふに、
波ただここ
••
•
もとに立ち
くる心地して、
涙落つともおばえぬに枕浮くばか
りになり けり。
（須磨）
ここ
は須磨流節の具に
なった源氏の憂愁が描かれた場面で
あり
直接藤粒には結びつかない。
しかし、
ここで
の「涙落つ」はまた
少し事情が違っていると思う。
なぜなら、
この
「涙落つ」は単に
•9 
それだけを取り上げる
こと
が必ずしも適切であるとは言えず、
む
しろ「涙落つともおぼえ
ぬに枕浮きぬばかりになりにけり」とい
う、
韻律の整った一迎の表現としてとらえられ
るべきものだと考
えられる
からで
ある。
「枕浮きぬばかり」も泣き表現の―つであ
り、
「源氏物話」では他に三例見られる。
「枕浮き
ぬばかり」に
ついて石田攘一＿氏は、
「人は、任意の場合に枕浮くばかりの涙を
流したのではない。
枕が浮くといふ言い方からも察せられること
＇で
あるが、
この涙はへ独り寝のわびしさ、
逢ひたい人に逃ひ得ぬ
瑛きを漢く涙である」(r源氏物話論集」桜風社）と、
その用法
を述べられている。
ここでの「涙落つ」は、
先に述ぺたように、
「tt浮きぬばかり」に付随
し
た表現と
し
て考え、
考察の対象から
除外しても差支え
はないと思う。
:1 
. ＇
ー，ヽ
9'
，．． 
．ー．．．． 
こうして見れば、
源氏の「涙落つ」は、
ほぼ藤壺にOOわる感情
ーを表現るば
むの7
，と
，っ
，でお酎
の
手段であったというCとが考え
．
られる。一見なんの変哲もない泣き表現と思われる「涙落つ」ではあるが、
「枕浮きぬばかり」を、
「独り寝のわびしさ、
送ひた
い人に逢ひ得ぬ嘆きを吹く涙」と区
別して
いた式部ならば、
この
・「
涙落つ」にも何か特定の意味を与えていにと考え
ること
ができ
．
る
と思う。それを衷付けるような用例が夕霧にある。源氏•藤壺の類型とし
て、
夕霧
と紫の上が描かれようとしたこ
とは周知の通りである。
▽空のけ
しきもすビきに、
あやしくあく
がれたろ心地して、
「何ととぞや。
まにわが心に思ひ加はれるよ」と思ひ出づれ
ば、
いと似げなきこと
なりけり。
あな
もの狂ほしと、
とざま
かうざまに思ひつつ、（中略）南の殿に参りたまへれば、
まだ
御格子も参らず。おはしますに当れる高闊に押しかかりて見わたせば、
山の木どもも吹きなび
かして、
枝ども多く折れ伏
したり。なむらはさら も百はず
檜皮瓦、
所ど
ころの立蔀
透坦などやうのもの乱りがは
し。
日のわづ にさし出でたる
に、
愁へ顔なる庭の露きらきら
として、
空は
いとすとく霧り
．．．．．
わたれるに、
そこはかとなく涙の落つるをおし拭ひ
開し
て、
（野分）
夕窮は野分の翌日、
日頃源氏が厳直に警戒していたにもかかわ
らず、
紫の上を垣閻見てしまう。
右の場面はその翌朝の六条院で
ある。夕霧は、
一晩葛藤を繰り返し、
それでも垣間見た
紫の上へ
の恋慕の情を抑え切れず、
何候した六条院で野分のなCりの残る
前栽を眺めながら涙を落として
いるのである
が、
問図はここに再
び「涙落つ」が使われたことである
。源氏の場合、
涵壺の出家を
境に、
「涙落つ」は全く使われなくな
る。
源氏とコえども、
相手
が尼となってしまっては断念せざるをえなかったわけ
で、
それ以
来二人の関係は全く政治的な
ものとな
ってしまったし、
その上ま
もなく藤壺は死んでしまったの
で、
「涙蕗つ」も不用とな
ってし
まったということだろう。それ
が、
夕霧と紫の上
との閲係におい
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て、過去の二人を筍彿とさせるような関係を描き、紫の上を垣岡見るという衝撃的な場面に夕霧を遭遇させて、源氏と同じく「涙落つ」を
用いているのだから、この一例も源氏
の場合と決して無
oo
係と
は首えまい。
源氏が藤壺に抱く
思い、そ
して夕霧が紫の上に括く思いは、共
通して大きな罪悪惑 合わせ持つものである。栢氏の紅葉賀巻の用例に
「
恐ろしうも、か
たじ
け
なくも、うれしくも、
．あはれにも」
という心中描
写が
あったが、こ
の複雑な心情が「涙落つ」という
・表現に集約されて
いるように思う
。事実夕霧の場合も「恐ろし」
と
「うれし」という心中
が頻繁に語られている。
二
さて、源氏・タ霧以
外の人物の場
合はどうだろうか。次
にあげ
る紫の上・明石の君に関して用い
られた二例にも、また興味深い
特徴が認めら
れる。紫の上の用例は、彼女の臨終がせまる頃、愛
しい
匂宮との別れの湯面である。
▽宅「まろがはべらざらむ
に、思し
出でなんや」と聞こえた
まへば、 「い
と恋しかりなむ。まろ
は
、内裏の上よりも宮
よりも、母をこそまさ
りて思ひきこゆれば、おはせずは心地
むつかしかりなむ」とて、目おしすりて紛らはしたまへるさ
••• 
まをかし
ければ、ほほ笑みながら涙は落ちぬ。
（御法）
そして驚くことに、明石の君の場合も、実娘明石の姫君を紫の
上に委ねる決意をし
たと
ころに見られるのであって、すなわら我
が子との別れを余儀なくされた母親の悲しみの涙として、全く同様に用いられてい のである。
▽雪かきく
らし降りつ
も
る朝、来し方行く末のこと残らず思ひ
つづけて、例はことに端近なる出でゐなどもせぬを、汀の氷など兒やり 白き衣
どものなよよかな
るあまた瀦て、なが
めゐ
たる様体、頭つき、後
手など、限りな
き人と聞こゆとも、
．．．
． 
かうこそはおはす
らめ、と
人々も見る。
括つる涙をかき払ひ
て、明石「かやうなら
む日、ましていかにおぼつかなからむ」
とら
うたげにうら瑛きて、
（苅雲）
紫の上にしろ、明石の君にしろ、源氏に愛され、幸い
人と称さ
れながらも
、幾度も忍従の涙を流している。にもかかわらず、源
氏との関わ
り合いの中
で「涙落つ」が用いられるこ は一度もな
い。その
彼女たちが母親として描かれた時、我が子との別れを前
にした悲しみに涙は落らたのである。
子を
思う母の愛は何よりも
勝るということだろうか。
さらに冷泉帝と匂宮に関して用いられた各一例で
は、紫の上や
明石
の君
の用例と呼応するように、母親との別
れを悲し
む子供の
涙となっているのである。冷泉帝の場合は、まだ春宮であった頃、藤壺がそれとなく出家をほのめかし、別れを口にした時である。
▽鰤壼「·…•髪はそ
れ
よりも短くて、黒き衣などを着て、夜居の
僧のやうにな
りはぺらむと
すれば、見たてまつらむこともい
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とど久しかるぺきぞ」とて泣きたまへ
ば、まめだちて、
．．
 
東宮「久し
うおはせぬは恋しきものを
j
とて、
涙の
落つれば、
恥づかしと思 て、
さす
がに背きたまへる、
（賢木）
そして匂宮の場合も、
紫の上が死を党悟して、
後に残す幼い匂
宮に別れを告げた時であった。
▽
9の「大人になりたまひなば、
ここに住みたまひ
て、
この対
の前なろ紅梅と桜とは、
花のをりをりに心とどめてもて遊び
たまへ。さるぺか
らむをりは、
仏にも奉りたまへ」と聞こえ
•••••
• 
たまへば、うちうな
づきて、御
顔をまも
りて、
涙の落つぺか
•••
 
めれば立らておはしぬ。
（御法）
紫の上と匂宮はもらろん母と子
ではないが、それに等しいOO係
だったと考えて考察した
。それにしても母と子の結びつきを強涸
するかのように、同じ状況を描くたびに繰り返し「涙落つ」を用いて表現しているところを見ろと、そこに作者式部の何らかの意図が慟い
ていろよ
うに思えてならない。
夕霧の残る一例も、
冷泉帝・匂宮の場合に近いものと考えられ
る用例である。
▽
夕霧「何かは
。
六位など人の侮りはぺるめれば、
しばしのこと
とは思うたまふれど、内裏へ参るもものうくてなん 故大臣おはしまさま
しかば、戯れにても人 は侮られはぺら
ざらまし。
もの隔てぬ親におはすれど、いと
けけしう
さし放らておぼい
たれば、
おはしま
すあたりに、たやす
くも参り馴れはぺらず。
東の院にてのみなん、
御前近くはべろ。
対の御方こそあはれ
にものしたまへ。親今
L
ところおはし
まさましかば、何Cと
．
． 
を思ひはぺらまし」とて、
涙の落つるを紛らはいたまへる気
色、
いみじうあはれなろに、
（少女）
夕霧が、
官位のこと、
雲居雁のことなど様々思うようにならな
いことが多くて、
大宮と互いに咲き合う場面である。夕霧はこの
年に元服してはいるが、まだまだ子供ら
しい。
ここで、
源氏を父
にもらながら、
本当に自分を庇設してくれる親がいないことを咲
き、そして実母葵の上の亡きことへと言及して涙する様子は、冷泉帝や匂宮の涙と相通じるものだと思う。
以上のように、
「涙落つ」の用例を整理してみると、
ほほ二つ
の場合に限られて用いられてい
ろこ
とがわかると思う。
このよう
に限定して用い いるの
は、
「涙落つ」が任意のユ泣き」で
はなく、
格別の感動を伴うものであることを示していると言えろ
だろう。果た
してこうした
「涙蕗つ」の用い方が、作者の意識的
なものなのか、
また元来伽わっていた「深落つ」に対する観念疋
よってなされた無意識的なもの
なのか、いずれとも判断しかねる
が、
これをもって作者紫式部、そしてr源氏物語」にせまろ一っ
の契機とすることはできるに違いない。
ところで正編にはまだ二例の「涙落つ」が残
っていろ。
という
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のも先にあげた二つの場合とのOO連性が欠
けているからである。
その一っは女三の宮の
用例である
。
▽ま
ほにその単とは明かしたまはねど、
つくづくと聞こえつづ
．．．
．．．
．
けたまふに、
涙のみ落ちつつ、
我にもあ
らず思ひしみておは
すれば、
（若菜下）
ここは女三の宮が、
柏木との密事が発党してから半年余りの月
日を経て、
改めて源氏の訓戒を梢けない気持らで受けているとこ
ろである。
そして残る一例は明石の尼君で
ある。
▽尼君も、
ややもすれば、
たへぬよろ
こぴの涙、
ともすれば落
•••ちつつ、目をさへ拭ひただらして、命長き
、うれじげなる例に
なりてものしたまふ。
（若菜下）
明石中宮腹の第一皇子が春宮にのぽり、
念願かなった明石の尼
君の喜びを描いた場面に用い
られていろ。
この二つの用
例に他の用例との類似点を
見出すこと
は穀しい。
しかし奇しくも同じ巻に出てくるこの二つの用例に
限って、
「つ
つ」という反復・継続の助詞が接続
してい
る点は一考の余地があ
ると思う。
本来「落つ
」
が表す涙は決
して継続的なものではない。
「泣く」という状態までは至らないと言えるだろう。
しかし「落
らつつ」となると、
当然涙が繰り返し
蕗らると
いう意味になるわ
けだから、
継続的な「泣く」に近い状態を表してくると思う。
も
ちろん、
これまで見てきた「涙落つ」の内容からすれば、
ここで
もそれ相応の意味をもつはずであろ。事実、
女三の宮の方は、
例
の源比•藤壺、
夕霧・紫の上に続く、
柏木との関係を描く中での
涙であり、
尼君の方は、
長年耐え忍んだ末に得た人生最良の日の
涙であり、
それぞれに大きな意味がある。
類似性の現れない要因
は「つつ」の接続にあると考えるわけだ
が、
それでも「涙落つ」
が表すこ
とのでき
る感動の大きさは、
ここでも十分発揮されてい
ると思う。
正緬を見る限り、
「涙落つ」が任意の涙でないことは明らかで
あった。
おそらくは、
それぞれがその人物にとってのII急所IIで
はないかと思われ
るような大串な涙だった。
ところが続編にはい
ると、
そうした関連性が全く消えてしまうのである。対象
も、
ま
た状況も然りである
正綱と続編では物語の内容も異なってくる
から、
正穎と同じ規準で用いられ
るはずは
ないだろうが、
続編で
も「涙落つ」を用い
る以上それなりの慎重さがあって然るべきだ
と思うのであろ。
もらろんOO辿性が
失われていても「涙落つ」が
個々に大きな感動を表
してい
ることにかわりはないか
もしれない
が、
正編であま
りにも厳格に用いられていたため
に、
かえって納
得できなか
った。
r源氏物語」の泣き表現を洞査した結果、
正編と続糾では異な
る用語があったり、
同一用語でも用いられた割合が異なるなど、
表現上の差異がかな 見られたことも事実であろ。
これ
らの点に
ついては、
さらに様々な用例の検討が必要であろう。
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四1（桐壺）
・「涙落とす」の用例は、
正編にのみ十八例が見受けられる。
ま
ず続絹に一例もないことが「源氏物語」における「涙落とす」の第一の特徴である
3
正絹十八例の人物及び内訳は次の通りである。正緬卿源氏2
左大臣l
明石入通1
左馬頭2
その他11
切夕顔1
.1
.
・「
涙落とす」の第二の特徴
は人物にあ
る。
まず女性にはほぼ用
ー、と・・・i`t・
1,
••
• 
いられな
いこと（夕頻の一例は、
頭中将の会話の中に出てくるも
ので特殊な例
と言える）、
そして主要人物外の「その他」の用例
が約三分の二を占めることであ
る。
この
「その他」とは、
上達部
・殿●人たちとか、
大徳たら、
世澗一般の人々である。
「涙落つ」が主要人物のみに用いられたこ
とを考えると、
「涙
落とす」は全く対照的であると言え
る。
そこで「その他」 用例
．に
輿味をもったわけだ 、
やはりその表現には特色があったので
ある。
「その他」の涙は、
すぺて源氏あろいは源氏
一族への賞賛
i'l'�＇·..，．,
＇’(‘,．，
',
'|
．,`＇
i
・
もしくは哀惜の涙であり、
そ和研源氏やその一族の優れた資質を
.,’•
9
9; 
際立たせる
ための常套手段として使われているということである。
源氏に関するものを集めてみろと、▽かうぶり
したまひて、
御休所にまかでたまひ 、
御衣泰りか．．．．． 
・ヘ
て、下りて拝したてまつりたまふさまに、．皆人涙落したま
ふ。
▽手をとらえて、ー源氏「我にいま一度声をだに聞かせたまへ
。
い
かなる昔の契りにかありけん、
しばしのほどに心を尽くして
あはれに思ほえしを、
うら棄ててまどはしたまふがいみじき
こと」と、
声も惜しまず泣きたまふこと限り
なし。
大徳たら
•••••
も、
誰とは知らぬに、
あやしと思ひてみな涙落しけり。
（夕願）
▽
僧都、
琴をみづから持てまゐりて、僧贔「これ、
ただ御手ひと
つあそばして、
同じうは、
山の烏もおどろかしはぺらむ」と、
せらに問こえたまへば、
「乱り心地いとたへがたきものを」
と聞こえたまへど
けにくからず掻き鳴らして、
みな立ちた
•••
まひぬ。
あかず口惜しと、
言ふかひなき法師窟
ぺも
、
涙を落（若紫）
しあへり。
▽さるいみじき姿に、
菊の色々うつろひ、
えな
らぬをかざして、
今日はまたなき手を尽くし る、
入り綾のほど、
そぞろ寒く、
この世の甲ともおぼえず もの見知ろまじき下人などの、木のもと岩がくれ、
山の木の菓に埋もれ
たるさへ、
すこしものの
•••
•• 
心知るは涙蕗
しけり。
（紅菓賀）
▽あろぺきかぎり、
上下の僧ども、
そのわたりの山がつまで物
賜び、
尊きことの限りを尽くし
て出でたま
ふ。
見たてまつり
送るとて
こ
のもかのもに、
あや
しきしはぷるひどもも集ま
.••
•••
りてゐて、
涙を落し
つつ見たてまつろ。
・（
賓木）
▽羅の直衣単衣を沼たまへるに、
透きたまへる肌つき、
まして
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いみじう見ゆるを、年老いたる関士どもなど、遠く見たてま
•••
•• 
つりて涙落しつつゐたり。
（賓木）
〗
▽
かくあはれなる
御住まひな
れば、かやう
の人も、おのづから
もの遠からでほの見たてまつる御さま容貌を、いみじうめで
．．． 
たしと涙落しを けり。
（須磨）
▽
大臣の御はさらなり、投めきあはれな ことさ
へすぐれたる
．．．． 
を
、
涙落して
誦じ騒ぎし
かど、
（少女）
という具合である。また、
▽のどかに
、袖かへすところを、一をれ気色ばかり研ひ
たまへ
るに、似るべきものなく見ゆ
。
左大臣、
うらめしさも忘れて
息しにiぷ
。
（花宴）
と描かれる左大臣の涙も同様に源氏の卓抜な姿に感動させられた涙である。こうした描写が何度も繰り返されること よって、理想的男性源氏が確立されていると言えるだろう。
源氏一族と言えば、まず紫の上である。彼女の場合はその死を
悼むもので、紫の上の優 た人柄を
称えるものとなっている。
▽あやしきま
ですずろなる人にもうけられ、はかなくし出でた
まふ印も、
何ととにつけても世 はめられ、心にくく、をり
ふしにつけつつらうらうじく、あり
難かりし人の御心ばへな
りかし。
．さしもあるまじきおほよその人さえ
、そのころ
は、
．．．．．．． 
風の音、虫の声につけ つ涙落さぬはなし。
（陣法）
そして夕霧に関しては、
▽寮試受けんに、
（中略）あさましきまであり難ければ、さる
•.•••• 
ペさにこそおはし
けれ
と、諾も雌も涙落したまふ。
（少女）
とあ
り、源氏の孫にあたる子供たらも、
▽いと
うつくしき御孫の君たらの容貌姿にて、探のさまも世に
見えぬ手を尽く
して、
（中略）めづらかに況ひたまふを、い
づれをも
いとら
うた と思す。老いたまへる上達部たちは、
（若菜下）
みな涙落したまふ。
と描かれる。
こうして一族の者を賞笠することも、結局は距氏に
対する臼辞となるのである
9
•
こう
して描かれる「涙
」
には不思議な力があると
思
う。どんな
芙辞屈句を連ねるよりも、
「涙落とす」の一
t目でその評伍は最高
とな
るのである。人
に感動の涙を催させる
ほどすばら
しいとい
のであるから当然だろう。
「涙落とす」は最高の焚辞として用い
られ
る表現であると考えてよいだろう。
それでは続編でこうした「涙落とす
」による賛辞が用いられな
くなったのはどういうわけだろうか。やはり両者の内容の相違に関係すると思わ
る。正編における主人公碩氏は、光る君と呼ば
れ、日わば神がか
り的な人物として設定されていた。それ故、彼
のこ竺動に感動 人々を描き、王朝世界に君瑚する源氏を強訊することは非常に意義があり重要
なことだったと思う。ところ
が続嗣で 男主人公は、当代一の黄公子
ではあっても、とく平凡
な求婚者として描かれるに過ぎ
ず、そこにはもはや神がかり的色
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